
FIG1. Polarization dependence on 
transmission spectra of the microcavity 

with PTCBI sheets formed by friction 

transfer method 
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微小共振器中に物質と光子を閉じ込めた

とき、それらは自由空間中とは異なるふるま

いをみせ、その相互作用の強さによって弱結

合状態、強結合状態に分けることができる。系

が強結合状態にあるとき、物質は光子の吸収・

放出をコヒーレントに繰り返す。これらは新た

な量子状態とみなすことができ、共振器ポラリ

トンと呼ばれる。これはⅢ-Ⅴ族化合物半導体

量子ナノ構造、有機結晶、有機色素J-会合体

等、様々な物質を含む系で観測されている。 

一方、エレクトロニクス分野では、有機半

導体が注目されている。これを用いたデバイ

スの特性は分子の凝集形態に左右されるた

め、分子の配向制御が重視される。その手段

として液晶性分子の自己組織化機能を用い

るものがある。有機半導体は様々な応用が期

待されるが、微小共振器内での光との相互作

用は研究報告されていない。配向方向が揃っ

た液晶性有機半導体分子は、光の偏光方向に

よって吸収の大きさが変化する。Rabi分裂

エネルギーの大きさは、吸収の大きさを示す

振動子強度の大きさに依存するため、液晶性

有機半導体を用いることで、その大きさの制

御が期待できる。本研究では、液晶性有機半

導体を含む微小共振器を作製し、強結合状態

を観測することを目標とする。 

今回、friction transfer(FT)法あるいは融

液浸透法を用いて製膜した液晶性有機半導 

 

 

 

体ペリレンテトラカルボン酸ビスイミド

(PTCBI)誘導体[1]を含む共振器を作製し、透

過スペクトルを測定した。FIG.1にFT法を用

いた試料の透過スペクトルの偏光依存性を

示す。点線はPTCBI誘導体薄膜の吸収ピー

クエネルギーを示し、その近傍でRabi分裂

が観測された。FT法により液晶分子の配向

方向を制御したことで、入射光の偏光方向に

より吸光度が変化し、分裂エネルギーも変化

した様子が確認できた。分裂エネルギーは最

大で約55meVであった。一方融液浸透法を

用いた試料においては配向制御が不十分で

あるためドメインが小さく、偏光依存性は確

認できなかった。しかし、Rabi分裂は確認

でき、172meVと大きな分裂エネルギーを示

した。以上のように液晶性有機半導体を用い

た共振器ポラリトンの観測に成功した。 

[1] M. Funahashi,et al., J. Mater. Chem. C, 

2(2014)7451-7459. 
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